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ド ； 経験的知識 ，概念的知 識，帰納的推論，演繹 的推論

　　　　　　　　は じめ に

　言 うま で もな く，科学教育は 実践の 学で なけ

れ ば な らない が ，一般に 実践 の 学は経験 の 学 と

な りやす い
。 科学教育が科学に な る た め に は そ

の 真実 は論 理 と実証 の 両 面 か ら追究 され な け

れば な らな い 。教科教育は ， 学習者 と学習内容

と指導方 法の 3 者を 同時 に 扱 う必要が あ る か

ら，そ の 理論 は 3 者に共 通 した情報科学の 言葉

で 記述 され る べ きである。一方，実証 デー
タは

世界の 教室 に溢れ て い る。

　　　　　　情報 論的 自然認識

　まず ， 自然認 識 が ， 経験 的知 識 ・概 念的知

識 ・帰納的推論 ・演繹 的推論 の 4 要 素か ら構

成 され て い る と い う認識構 造 を提 案す る。

・経験的知識 1 既有 の 「概念」 を情報 担体 （ア

ル フ ァ ベ ッ ト） と し て 表 現 し た ［感覚器入力］

情報。また ，経験的知識を構 成す る 「概念 」相

互 の 関係 は，エ ピ ソ
ー

ド記憶 の よ うに単なる時

系列 的関係 ある い は空 問関係で ある。

・概念的知識 ：学習者 自身に よ る情報変換 （＝

帰納的推論，演繹的推論）に よ っ て 生成 した新

規 「概念 」 を情報担 体 （ア ル フ ァ
ベ

ッ ト） と し

て 表現 された ［新規生成］情報。また ， 概念 的

知識 を構成する 「概念」 相互 の 関係 は ，全体一

部分 ，原因
一結果，目的一一

手段 ， 機能
一

構 造 の

よ うな基本 的関係 で あ る。

　 こ こ で 知識 を経験的知識 と概念的知 識 と に

分けたが，知識 自体に 区別 が あるわ け で は な い 。

あ くま で も，あ る時点で の 学習者 の 視点に 立 っ

た ，相対的な区別で あ る 。 し たが っ て ，下 の 図

1 の 　　部分 の よ うに ， ある情報 を概念 的知 識

A とみなす こ とも経験的知ue　b
’
とみ なす こ と

も可能で あ る 。

　　　　　　概念理解の 3 経路

　図 1 の 概念 的知識 A を理解す る の に ，次の よ

うな 3 っ の 経路が存在す る。

  「作 っ て わ か る 」 ： a → 帰納→ A

  「使 っ てわ か る 1 ： A → 演繹→ a

  「作 っ て わか る 1 ： B → 演繹 → b
’＝A

　経験的知識 a

　　 ↓　　 ↑

帰納 ↓　　　↑演繹

　　 ↓　　 ↑

経験 的 知識 b

　　　 ↓

　　　 ↓

　　　 ↓

概念的知識 A ＝経験的知識 b
’

　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　↑演繹

　　　　　　　　　　↑

↓帰納

↓

↓

↓

　　　　 概念的知識 B ← ← ・

図 1　 認識構造の 階層性

　経路   ，  の推 論は 理 科教科書な どの 説明 に

お い て も普通 に用 い られ て い るが ， 経路  の推

論 は皆無で ある。理科授業 にお い て ，こ の 経路

  の 推論 を用 い る こ とが で きれ ば， 「覚え る 」

こ とが 中心 の 理科 か ら 「考え る」 こ とが 中心 の

理科 へ と転換で きるだろ う。
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